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せ
ま
い
道
路
は
怠
障
が
い
っ
ぱ
い
。

道
路
は
い
つ
も
藍
く
安
全
に

。



い
だ
ろ
う
か
。

人
の
一
生
は
幼
児
期
、
青
少
年
期
、
成
人
期
、
老

齢
期
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
い
つ
か
ら
老
齢
期
か
と
い
う
問
題
は
難
し

い
。
結
局
、
個
人
個
人
が
「
自
分
は
老
人
だ
」
と
思

こ
ん
に
ち
、
世
を
あ
げ
て
「
高
齢
化

社
会
の
福
祉
課
題
」
が
声
高
に
叫
ば
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
「
福
祉
予
算
」
と
い

い
、
「
福
祉
優
先
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
乙
の
言
葉
が
老
人
福
祉
を
真
の
意

味
に
お
い
て
と
ら
え
、
理
解

さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
大
い
ア
」

こ
舟
山
羽
ご
ご

1
r払
十
〆
っ
し
主
主
a

フ

}
L
M

U
川
刊
で
に
寸
炉

j
J
U町
」
U
U

せ

ず

「
母
の
日
」
「
児
童
福
祉
週
間
足
、
愛
情
わ
イ
パ

や
人
格
を
テ
!
?
に
す
る
半
面
、
「
社
会
あ
亡
心

的
弱
者
」
へ
の
思
い
や
り
と
い
う
側
面
も

あ
る
。
老
人
福
祉
で
い
う
な
ら
ば
、
老
人
パ

に
対
す
る
敬
愛
の
情
を
一
示
す
と
同
時
に
、

7R

老
人
福
祉
を
改
め
て
考
え
よ
う
と
い
う
越
、
む

旨
も
人
含
ま
れ
て
い
る
と
思
う
@
注
意
す
る

こ
と
は
、
福
祉
と
は
「
弱
者
救
済
」
に
片
寄
り
す
ぎ

て
い
な
い
か
、
老
人
に
は
恩
恵
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
す
れ
ば
こ
と
足
り
る
と
す
る
風
潮
が
あ
り
は
し
な
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宮本幹之進

(72歳)

長浜@詩書議

う
よ
う
に
な
っ
た
と
き
か
ら
老
齢
期
の
始
ま
り
と
い

う
乙
と
に
な
ろ
う
か
。
そ
う
み
る
と
老
人
問
題
は
個

人
差
が
大
き
く
、
個
性
、
環
境
、
健
康
な
ど
に
左
右

さ
れ
る
部
分
が
多
い
と
い
え
よ
う
。
結
局
は
そ
の
人

の
心
が
豊
か
で
九
健
康
な
老
後
が
送
れ
る
か
ど
う
か

で
そ
の
人
間
の
一
生
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
頃
は
、
福
祉
と
い
う
言
葉
が
幸
福
と
い
う
言

葉
に
と
っ
て
変
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
敬
老

の
日
」
が
近
づ
く
と
老
人
福
祉
問
題
が
と
や
か
く

叫
ば
れ
、
す
ん
で
し
ま
え
は
な
り
を
ひ
そ
め
る
。

福
祉
の
前
提
は
幸
福
で
あ
る
。
福
祉
は
個
人
の
幸

せ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
個
人
個
人

の
幸
せ
を
高
め
る
に
は
、
社
会
全
体
が
福
祉
の
¥
む

い
た
わ
り
の
心
、
た
と
え
そ
れ
が
小
さ
く
と
も
親

切
な
心
を
育
て
な
く
て
は
、
本
当
の
福
祉
、
幸
福

は
あ
り
得
な
い
。
老
人
の
幸
福
は
物
だ
け
で
は
実

現
し
な
い
。
む
し
ろ
精
神
で
あ
る
。
お
互
い
告
知

り
、
な
ぐ
さ
め
、
い
た
わ
り
、
陸
み
ム
ロ
つ
こ
と
が

老
人
の
こ
の
上
な
い
幸
せ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

老
人
が
大
切
に
さ
れ
、
物
心
両
面
で
生
き
が
い

を
持
て
る
こ
と
は
、
社
会
全
体
の
責
務
で
あ
る
と

同
時
に
、
文
明
の
あ
か
し
で
も
あ
る
。
老
人
問
題

に
つ
い
て
は
、
発
想
を
飛
躍
さ
せ
る
と
き
に
き
て

い
る
と
思
う
。
(
民
生
児
童
委
員
)

と
の
道
を
行
け
ば
目
的
地
に
通
じ
る
の
か
わ
か
ら
ず
、
足
を

棒
に
し
た
と
い
う
よ
う
な
経
験
は
誰
し
も
あ
り
が
ち
。

そ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
?
人
に
た

ず
ね
る
、
地
図
を
見
る
の
も
一
策
。
で
も
、
乙
ん
な
と
き
、
い

つ
で
も
優
し
く
黙
っ
て
道
案
内
し
て
く
れ
る
「
道
し
る
べ
」
が

あ
っ
た
ら
;
。町

内
で
も
豊
茂
、
柴
、
戒
川
地
区
な
ど
で
は
、
道

が
分
か
れ
る
か
所
ご
と
に
た
い
て
い
道
し
る
べ
が
見
ら

れ
、
初
め
て
訪
れ
る
人
を
暖
か
く
導
い
て
く
れ
て
い
ま

す
。
い
い
も
の
で
す
ね
。
「
あ
あ
、
あ
り
が
た
い
」

「
こ
の
地
域
の
人
た
ち
が
つ
く
っ
て
く
れ
て
る
ん
だ
な

あ
」
と
、
そ
の
親
切
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

長
浜
町
せ
ま
し
、
と
言
え
ど
も
、
あ
な
た
の
地
域
へ

行
く
道
を
知
ら
な
い
人
も
ま
だ
ま
だ
多
い
よ
う
で
す
ヨ

と
こ
ろ
で
、
道
し
る
べ
を
つ
け
る
な
ら
、
一
定
の
規

格
で
目
立
ち
ゃ
す
く
、
美
観
を
そ
こ
な
わ
な
い
も
の
が

い
い
で
す
ね
。
(
写
真
は
柴
で
)

とうミ道しるべ、さんあり

口

佐

賀

関

口

今
議
会
の
一
般
質
問
で
は
、
一
宮
泰

忠
、
桜
田
和
夫
、
頼
永
一
夫
の
各
議
員

が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

不
況

ど
う
克
服

一
宮
議
員
;
菊
地
町
政
が
発
足
し
て

一
年
二
か
月
が
経
過
し
た
。
今
後
の
町

政
の
方
向
と
し
て
は
一
つ
の
テ
!
?
を

掲
げ
理
事
者
、
議
会
と
も
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
、
当
面
最
大
の

課
題
は
不
況
の
克
服
で
あ
る
o

守
り
の

町
政
か
ら
先
取
り
へ
の
行
政
転
換
を
図

り
最
小
の
財
源
で
最
大
の
運
用
を
行
う

姿
勢
が
必
要
で
は
な
い
か
。

菊
地
町
長
:
町
長
と
し
て
の
政
治
姿

勢
は
か
住
民
の
物
心
両
面
の
福
祉
増

進
が
に
要
約
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
①

地
域
住
民
の
気
持
を
的
確
に
は
握
し
要

基
盤
に
立
つ
ζ

と
③
方
向
を
定
め

xx 

早
期
発
見
治
壊
で

成
人
病
防
ご
う

，/' ， /  

〆"/"¥. 

脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
な
ど
い
わ

ゆ
る
成
人
病
と
呼
ば
れ
る
病
気
は
、
わ

が
国
の
死
因
の
上
位
三
位
を
占
め
、
こ

れ
ら
三
疾
病
だ
け
で
も
全
死
亡
に
占
め

る
割
合
は
五
七
Mm
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
成
人
病
と
呼
ば
れ
る
快
患
は

壮
年
以
降
に
増
加
し
て
き
ま
す
の
で
、

社
会
的
に
も
家
族
的
に
も
住
と
な
っ
て

い
る
人
々
が
多
く
お
か
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
@

寒
い
今
ご
ろ
に
は
脳
卒
中
、
心
臓
病

が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

成
人
病
の
予
防
も
、
や
は
り
早
期
発

見
、
早
期
治
療
、
さ
ら
に
自
主
的
な
健

康
管
理
を
心
が
け
る
こ
と
が
第
一
。
最

近
の
め
ざ
ま
し
い
医
学
医
術
の
発
展
は

こ
れ
ら
成
人
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
進
ん
で
成
人

病
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

る
こ
と
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
長
浜
町
振

興
計
画
基
本
構
想
に
沿
っ
て
着
実
に
歩

む
こ
と
③
方
法
論
と
し
て
は
内
外
的
な

諸
情
勢
の
要
因
、
変
化
が
あ
る
の
で
、

議
会
な
ど
と
も
一
体
性
を
強
め
、
あ
ら

ゆ
る
方
法
に
つ
い
て
と
指
導
、
ご
批
判

を
仰
ぎ
つ
つ
万
全
を
期
し
て
い
く
。
ま

た
不
況
対
策
に
つ
い
て
は
国
、
県
の
施

策
に
呼
応
し
な
が
ら
町
自
体
で
も
許
せ

る
限
り
財
政
上
の
運
用
を
図
り
不
況
打

開
に
努
力
す
る
。

ど
う
な
勺
て
い
る
補
助

金
な
ど
の
地
域
格
差

桜
回
一
議
員
:
町
内
各
地
域
に
公
共
物

工
事
、
補
助
金
が
毎
年
支
出
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
の
配
分
、
地
域
の
格
差
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た

菊
地
町
長
:
公
共
事
業
の
推
進
に
あ
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道
路
整
備
費
な
ど

補
正

一
般
会
計
予
算
に
一
億
八
百
五
十
二

万
円
が
補
正
吉
れ
、
総
額
は
二
十
億
一

千
九
百
七
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
予
算
の
お
も
な
使
い
み

ち
は
、
人
事
院
告
げ
い
と
も
な
う
町
職

員
な
ど
の
給
与
改
定
分
の
人
件
費
の
ほ

か
、
建
設
事
業
的
な
も
の
で
は
、
町
道

。
大
平
線
、
峯
今
坊
線
、
今
坊
J
峯入戸「

坊
線
、
無
事
喜
地
J
叶
松
線
、
東
農
道

部
梅
農
道
の
改
良
。
作
業
林
道
@
目
ノ

浦
i
大
戸
線
、
山
金
大
越
j
鼻
欠
線
の
開

設
。
柴
、
沖
、
白
滝
沖
、
柴
ナ
カ
オ
ィ
、

下
平
の
各
用
排
水
路
の
改
良
。
第
一
排

水
区
下
水
道
の
改
良
。
喜
多
灘
漁
港
の

建
設
(
継
続
)
。
櫛
生
地
区
ポ
ン
プ
蔵

置
所
の
建
設
ー
な
ど
。

こ
の
ほ
か
、
長
浜
小
学
校
用
地
や
公

営
住
宅
用
地
の
購
入
費
、
大
洲
地
区
広

域
消
防
事
務
組
合
負
担
金
、
フ
ェ
リ
ー

接
岸
施
設
負
担
金
、
県
道
用
地
築

地
)
造
成
委
託
料
な
ど
。

一
方
、
す
で
に
当
初
予
算
に
計
上
さ

れ
て
い
た
高
峯
地
区
道
路
新
設
事
業
費

盤窪盤窓越園町議会で可決さ

会細川ト

議

会

開
第

長
浜
町
議
会
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二

月
二
十
三
日
か
ら
三
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
昭
和
四
十
九
年
度
決
算
、
今
年
度
一

般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
二
部
)
補
正

予
算
な
ど
、
上
程
さ
れ
た
十
九
の
議
案
が

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
議
会
で
は
一
般
質
問
が
行

わ
れ
三
人
の
議
員
が
合
わ
せ
て
十
二
件
の

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質
問
の
う
ち

お
も
な
も
の
の
内
容
は
次
の
通
り
。

が
、
路
線
変
更
の
事
態
が
生
じ
た
こ
と

に
よ
り
今
年
度
は
取
り
や
め
と
な
り
、

全
額
こ
の
補
正
で
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

出
石
寺
線
新
設
工
事

請
負
契
約
を
締
結

昭
和
五
十
年
度
林
構
林
道
出
石
寺
線

新
設
工
事
を
一
千
三
百
五
十
七
万
円
で

豊
茂
の
株
式
会
社
佐
々
木
組
と
請
負
契

約
を
結
ぶ
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

同
工
事
は
豊
茂
の
刈
旨
か
ら
出
石
寺

ま
で
の
問
に
延
長
一
千
八
百
針
、
幅
四

メ
ー
ト
ル
の
林
道
を
新
設
す
る
工
事
の

初
伍
度
に
当
る
工
事
で
、
四
百
九
十
六

向一五

M
分
。
五
十
年
か
ら
五
十
三
年
ま

で
の
四
か
年
計
画
で
工
事
を
進
め
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
田
三
盛
、
土
居
孝
童

氏
を
推
せ
ん

人

権

擁

護

委

員

昭
和
五
十
年
十
二
月
三
十
一
日
で
人

権
擁
護
委
員
の
任
期
が
満
了
と
な
っ
た

村
本
伊
太
郎
氏
と
児
玉
徳
五
郎
氏
の
後

任
に
、
町
長
は
出
海
の
平
田
三
盛
氏

(
六
一
)
と
柴
の
土
居
孝
童
氏
(
五

六
)
を
推
せ
ん
す
る
こ
と
で
議
会
の
意

見
を
求
め
た
結
果
、
同
意
を
得
、
両
氏

を
後
任
委
員
に
推
せ
ん
す
る
こ
と
に
決

ま
り
ま
し
た
。

同
委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

任
期
は
三
年
。

な
お
、
同
委
員
を
二
期
務
め
ら
れ
た

村
本
さ
ん
、
一
期
務
め
ら
れ
た
児
玉
さ

ん
の
功
労
に
対
し
敬
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ

の

ほ

か

マ
四
十
九
年
度
決
算
を
認
定
:
内
容

は
本
紙
五
十
年
十
月
号
で
公
表
済
み
の

た
め
省
略
@

マ
特
別
装
計
に
も
人
件
費
な
ど
補
正

.
国
民
健
康
保
険
会
計
、
国
民
健
康
保

険
直
営
診
療
所
会
計
、
港
湾
施
設
会

計
、
青
島
が
路
会
計
、
水
道
事
業
会

計
、
工
業
用
水
道
事
業
会
計
に
も
人
件

費
な
ど
を
中
心
と
す
る
若
干
の
補
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

hv
公
有
水
面
埋
立
て
具
議
の
な
い
旨

を
答
申
・
四
十
三
年
度
か
ら
施
工
し
て

い
る
国
道
三
七
八
号
線
の
須
沢
内
六
百

二
十
番
地
の
九
の
地
点
の
道
路
改
良
工

事
の
継
続
で
、
同
地
点
の
地
先
海
面
を

埋
め
た
て
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
知
事

か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、

町
長
は
異
議
の
な
い
旨
を
答
申
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

円

v
一
高
額
療
養
護
制
度
は
園
で
;
同
一

診
療
機
関
で
同
一
月
内
に
三
万
円
以
上

の
療
養
費
(
自
己
負
担
分
)
を
支
払
っ

た
場
合
は
、
そ
の
超
過
分
は
国
民
健
康

保
険
の
財
源
で
支
払
う
!
と
い
う
同
制

度
は
、
国
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
町
条
例
の
こ
れ
に
関
す
る
条
項

を
削
除
、
昭
和
五
十
年
十
月
一
日
に
さ

か
の
ぼ
り
国
に
ゆ
だ
ね
る
ζ

と
に
な
り

ま
し
た
。

一
た
っ
て
は
各
地
域
の
受
け
る
体
制
の
相

川
違
に
よ
っ
て
大
小
の
地
域
差
が
出
て
い

山
る
。
し
か
し
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
て

日
日
合
的
に
み
一
一
一
U
J
r
の
な
い
よ
う
長

一
蓄
の
努
力
を
注
ぎ
た
い
。

一

町

職

員

の

教

育

一

充

実

を

桜
田
一
議
員
a

町
職
員
の
町
民
に
対
す

P

る
基
本
姿
勢
は
社
会
的
立
場
に
置
か
れ

一
‘
て
い
る
だ
け
に
、
や
や
も
す
る
と
住
民

ん
不
在
に
近
い
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。
こ

一
れ
に
つ
い
て
月
一
回
く
ら
い
の
教
育
研

γ
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。

一
菊
池
町
長
:
・
日
ζ

ろ
か
ら
課
長
を
合

「
め
た
職
員
の
教
育
に
つ
い
て
は
注
意
し

山
て
い
る
。
基
本
的
に
は
住
民
に
奉
仕
す

一
る
と
い
う
姿
勢
を
踏
ま
え
、
職
務
上
の

一
研
修
は
そ
の
つ
ど
県
や
そ
の
他
の
場
で
教

言
を
行
っ
て
い
る
。
一
;
一

~γ
公
的
議

~
役
場
内
で
は
毎
週
月
ぺ
仁

ι

ぷ
脳
会
J
(

ゅ

;

~

;

桜

一
曜
日
の
課
長
会
、
月
一
山
一
三
一
一
れ
滋

γ

パヰー

~
一
回
の
君
、
長
一
一
日
一
呉
川
三

一
研
修
の
場
を
設
け
て
川
」
ふ
γ戸
約
九
三

~
い
る
が
さ
ら
に
住
民
一
一

J
持
夜
間
制

ザ
の
付
託
に
応
え
る
乙
日
一
γぷ
ぷ
…
誠

一

と

が

で

き

る

よ

う

内

ぺ

主

主

ム
谷
を
充
実
さ
せ
て
い
な
慌
に
J
之
被

~
旨
こ
h

o

(

一河川河
J

広三、
A
j
t

日

i
f
L

一 γ

一
一
一
日
姥
撚
繍

叱

〈

一

宇

語

道

山

J

h

よ
み
P
V滋
儲
繍

~
既
路
線
の
補
修
、
改
良

日
が
宍
決
で
は
:

一
・
頼
永
議
員
・
:
町
内
に
は
簡
易
舗
装
が

一
は
げ
て
地
膚
が
出
た
り
、
補
修
の
必
要

十
か
所
が
あ
る
o

道
路
新
設
や
舗
装
だ
け

一
で
な
く
、
既
設
道
路
の
補
修
、
改
良
を

仏
心
が
け
て
ほ
し
い
。
ま
た
下
水
管
理

一
に
ど
の
く
ら
い
予
算
を
計
上
し
て
い
る

~
A
N

。菊
地
町
長
・
・
・
五
十
年
度
は
道
路
維
持

山
管
理
費
三
百
二
十
四
万
円
、
下
水
道
維

持
費
百
九
十
四
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。
道
路
維
持
で
は
災
害
復
旧
、
舗
装

路
面
の
補
修
、
未
舗
装
道
の
砂
利
敷
き

な
と
、
ま
た
下
水
道
維
持
は
市
街
地
下

水
管
の
清
掃
を
五
か
年
計
図
で
整
備
完

了
す
3
ょ
う
計
画
的
に
行
っ
て
い
る
。

最
近
、
農
村
部
の
下
水
問
題
も
出
て
お

り
、
緊
急
な
も
の
に
つ
い
て
は
要
請
に

応
え
て
実
施
し
て
い
る
。

港
埋
め
立
て
交
通
渋
滞

解
消
を

備交通 港 第 し商い者で案立鰯襲議議議議議宅ま来せへ適地

ZHB長音量f222T動機J 一議魁222t手;2雲
つ害構埋臨道め路意。いつ築地から|日町内へ入る路線は、内賀町通悟る元旧議
て発想、め海 ?L立線見町てつ港を埋め立てて、新しく路i字をE凡収通渋員二青町民
い生を立主編てををで正あけることが藍まれている ド i 又 しり滞や路灯内:
くに立て業入 l己決伺も式る なと、見線かに国
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出品一

す
「
あ
な
た
の
声
を
町
政
に
」
と
、
昭
和
四
十
七
年
に
設
置
し
ム

す
た
「
声
の
箱
」
。
今
年
か
ら
毎
年
本
紙
乙
の
月
の
号
で
前
年
急

マ
一
年
間
の
声
の
箱
投
書
の
概
要
を
ふ
り
返
り
、
あ
な
た
の
声
傘

す
と
町
政
ー
に
つ
い
て
、
い
っ
し
ょ
に
も
う
一
度
考
え
て
み
る
傘

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
答
え
し
た
線
に
沿
っ
て
古
品

マ

ら

に

一

つ

一

つ

前

進

さ

せ

て

ゆ

く

考

え

で

す

。

&

多
い
建
設
的
か
声
ゲ
に
感
銘

昨
年
一
年
間
は
十
四
通
三
十
四
件
の

投
書
を
い
た
だ
き
、
楽
し
く
住
み
よ
い

町
づ
く
り
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
昨
年
の
投
書
の

中
に
は
、
ま
だ
本
紙
で
紹
介
し
て
い
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
遅
れ
ば
せ

な
が
ら
ζ

れ
を
添
え
、
ふ
り
返
っ
て
み

る
と
次
の
通
り
。

マ
:
イ
ン
フ
レ
と
不
況
に
終
始
し
た

昭
和
五
十
年
。
そ
れ
だ
け
に
例
年
に
な

く
切
実
で
建
設
的
な
平
声
μ

が
多
く
見

ら
れ
た
の
が
特
徴
。

「
物
が
高
い
こ
の
ご
ろ
。
ラ
ン
ド
セ

ル
や
め
て
リ
ュ
ッ
ク
に
し
た
ら
:
」
と

い
う
貧
し
い
男
の
子
さ
ん
の
声
。
「
週

一
回
、
農
家
直
売
の
野
菜
市
、
無
肉
の

特
売
日
を
・
:
」
、
「
月
一

t
二
回
、
各

家
庭
の
不
用
品
の
交
換
会
を

i
」
と
い

う
一
老
人
の
声
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず

れ
も
現
実
的
世
相
を
感
じ
さ
せ
る
切
実

な
訴
え
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
消
費
生

活
の
改
善
は
こ
れ
か
ら
の
生
活
課
題
と

し
て
行
政
面
で
も
真
剣
に
取
り
組
ん

で
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
一

つ
で
す
。

一
方
、
そ
れ
だ
け
に
反
面
で
は
「
夢

〈
希
望
)
」
の
声
も
当
然
伺
わ
れ
ま
し

た
。
「
町
内
に
青
少
年
旅
行
村
を
:
」

「
長
浜
J
出
石
寺
間
に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

を
i
」
、
「
施
設
を
つ
く
り
遊
覧
観
光

地
に
;
」
ー
と
い
う
裏
面
か
ら
見
た
?

A
生
さ
ん
の
声
。
ま
た
、
「
老
人
の
入

浴
料
を
無
料
に
・
」
、
「
歳
末
に
は
老

人
に
モ
チ
代
と
し
て
一
千
円
を

:
L
、

う交願「死三故はしなを道「広「化「もつ 思づし会
。 通 う 交 者 人 が 交 て ど.し各く道を町多てまいくてを

安 A 通をも続適昨。」る地:路:のくのたまり単
全さノレ出の出事年そ lベ lと 」 を 」 緑 、 声 、 す 、 な 」

?舌ん i す~-------------------， {十 。 老 る と
動のル最 11 一一 11守 人夢い

11!?!l声@謂 1li!?出
iliil ミ⑪同等 l:?jiii
L石主:と 11 品よぷぷ平ι山日 11願 と町決語劇

一
方
、
行
政
応
対
す
る
忠
告
的
な
ご

意
見
も
多
か
っ
た
こ
と
は
、
欠
陥
を
補

う
上
で
、
ま
た
、
さ
ら
に
ち
密
な
行
政

を
推
進
し
て
ゆ
く
上
に
も
大
変
参
考
と

な
り
ま
し
た
。
中
で
も
「
乳
児
保
育
所

な
ぜ
は
い
れ
ぬ
」
と
い
う
入
所
欠
格
者

の
声
。
「
顔
ぶ
れ
変
え
新
し
い
意
見
聞

だはい者た電しがり開い 11 級建義務議機~鱗響機議議 il 善広送めのけ
者紙たにだ話上遅整雨ず次 11 後怒議議議議議主謀議露議議議議議長室 11 総を報~ L_声」
ま 面 だ お く な げれ理遅れに来 11 議欝露謀議議機韓 I! f本促不番、。と

主品15ヵ;EZt品目詰紹 11 嬰饗議議謀議議慈 lY円宮ZE五
oti「とねまよ 0 た問、一介介 11 議奉翠襲欝欝欝譲懇謬議翠議議 ii建 し 研 め 要 職 政
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計五円日日町長害L 二二三士一二二二ιilfoE72話芸
愛るけご問投深つ多思書の た~ .'1 ! 議きょ町だとく強いおご とな放務の
さ件れ近い書くた穫わ(事者 と年声さいり行けも思くだ寄意 いと送中あ

き5-21T22ZE喜介 R与量22言語Zliz;Et号 よlf者五主
いい理有せちび紹 lこ)ぞ; まあこれをの進後そすれをた多 の町線談指
たて解議 I)、申介よは(土 ヂつのる痛大にのれとし心だく 改 の 放 慎 摘

声
:
町
内
の
溝
、
小
流
れ
を
埋
立
て

道
を
広
く

a

R

O

住
民
A

お
答
え
・
ど
指
摘
の
よ
う
な
方
向
で

改
良
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
昔
の
ま
ま

の
形
で
残
っ
て
い
る
所
が
相
当
数
あ
り

ま
す
。
フ
タ
を
か
け
た
二
重
側
海
の
よ

う
な
も
の
で
改
良
し
て
ゆ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

声
・
・
・
町
内
の
道
路
の
両
側
に
緑
葉
樹

を
植
え
て
町
の
緑
化
を
・
住
民
A

お
答
え
・
・
現
在
の
道
路
の
規
模
で
は

交
通
量
な
ど
の
関
係
か
ら
み
て
非
常
に

む
ず
か
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
町
ぞ
つ
く
り
に
「
緑
化
」
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
か
ら
、
で
き
る
限
り
の

配
慮
を
し
て
ゆ
き
ま
す
。

声
:
肱
川
の
両
岸
の
竹
ヤ
ブ
を
全
部

伐
去
し
、
そ
の
跡
を
道
路
を
兼
ね
た
堤

防
に
し
て
は
;
住
民
A

お
答
え
・
:
建
設
省
に
お
い
て
、
す
で

に
肱
川
ト
ム
流
地
域
で
は
実
施
さ
れ
て
お

り
、
河
川
改
良
と
合
わ
せ
て
逐
次
進
め

ら
れ
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

声
。
:
い
ろ
い
ろ
な
施
設
』
そ
っ
く
り
長

浜
町
を
遊
覧
、
観
光
地
に
し
て
は
:
・
。

ま
だ
、
と
の
事
業
を
進
め
る
た
め
役
場

に
観
光
課
を
:
住
民
A

お
答
え
・
:
年
次
計
画
を
立
て
、
順
次

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
当

町
は
観
光
資
源
に
乏
し
く
、
拠
点
と
し

て
の
開
発
は
む
ず
か
し
い
の
で
、
広
域

的
に
推
進
し
て
ゆ
く
計
画
で
す
。

芦
:
農
家
直
売
野
菜
市
、
点
凧
肉
の
特

土

J

日
を
週
一
一
川
設
け
て
は
:
・
一
老
人

お
答
え
・
計
画
、
実
施
の
段
階
で
農

協
、
漁
協
、
商
工
会
問
で
の
協
議
検
討

農
家
、
漁
家
、
小
売
庖
な
ど
の
理
解
が

必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
主
催
者
と
な

る
べ
き
団
体
、
場
所
、
価
絡
な
ど
の
問

題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
協
議

検
討
を
進
め
て
み
、
結
論
が
出
し
だ
い

本
紙
面
で
紹
介
し
ま
す
。

士
戸
町
:
各
家
庭
の
不
用
品
の
交
換
会
不
一

月
一

J
二
回
開
催
し
て
は
・
:
一
老
人

お
答
え
:
婦
人
会
で
一
度
実
施
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
婦
人
会

の
活
動
と
な
る
よ
う
指
導
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

芦
・
:
町
営
の
洋
裁
、
ソ
ロ
パ
ン
、
料

理
、
事
務
員
!
の
養
成
学
校
〈
短
大
)

か
塾
を
設
立
し
て
は
:
・
町
内
在
住
父
兄

お
答
え
・
:
望
ま
し
い
も
の
で
す
が
、

現
在
の
町
の
規
模
で
は
設
立
上
、
運
営

上
と
も
に
難
問
で
す
。
や
は
り
二
次
開

発
と
相
ま
っ
て
実
現
し
て
ζ

そ
運
営
で

き
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

芦
:
・
町
内
各
地
に
「
道
し
る
べ
」
を

つ
く
っ
て
は
・
:
住
民
A

お
答
え
:
す
で
に
自
主
的
に
設
置
さ

れ
て
い
る
地
域
も
見
ら
れ
、
大
変
よ
い

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
も
区
長
会
な

ど
と
も
相
談
し
、
意
見
を
潤
い
て
み
る

こ
と
に
し
、
そ
の
結
果
は
結
論
の
出
し

だ
い
本
紙
面
で
ζ

紹
介
し
ま
す
。

芦
i
交
通
法
令
の
主
旨
の
徹
底
、
遵

守
を
町
民
に
指
導
し
、
違
反
者
の
な
い

よ
う
に
・
a-
住
民
A

お
答
え
・
司
・
定
期
法
令
講
習
会
が
毎
年

開
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
道
路
交
通
法
が

大
幅
改
正
さ
れ
た
時
点
な
ど
に
は
臨
時

の
講
習
会
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

M
H

子
じ
か
ク
ラ
ブ
グ
と
い
う
母
と
子
の

交
通
安
全
組
織
も
で
き
、
安
全
教
室
的

な
催
し
も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

運
動
期
間
中
は
も
ち
ろ
ん
、
平
日
に
お

い
て
も
有
線
放
送
や
警
察
署
発
行
の
広

報
紙
な
ど
で
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
違
反
者
の
な
く
な
ら
な
い
の
が

現
状
で
す
。

芦
・
・
最
近
、
長
浜
町
を
歩
い
て
い
る

と
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
う
て
ハ
い
な
い

運
転
者
、
車
庫
設
置
の
義
務
を
怠
っ
た

り
、
道
路
上
に
放
置
し
て
い
る
者
、
交

通
法
規
を
守
ら
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
を
よ

く
見
う
け
ま
す
が
、
こ
ん
な
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
が
事
故
を
ひ
き
起
こ
す
原

悶
と
な
る
も
の
だ
と
考
ニ
ん
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
違
反
は
町
内
か
ら
追
放
し
た
い

も
の
で
す
:
・
住
民
A

お
答
え
・
ご
指
摘
の
通
り
で
す
の
な
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が
勘
介
し
て
ほ
し
い
」
と
い
つ
こ
と

J

で
す
な
わ
ち
顔
、
歌
と
も
に
ソ
ッ
ク
〉

リ
の
代
役
さ
ん
「
幻
の
ピ
ン
カ
ラ
@

宮
史
郎
」
の
出
演
と
な
っ
た
と
い
う

こ
と
。
し
か
し
、
そ
れ
を
承
知
し
て

い
た
増
田
さ
ん
で
さ
え
、
初
対
面
の
戸

と
き
「
ア
v
?
/
や
っ
ぱ
り
本
物
が
一

き
て
く
れ
た
/
」
と
思
勺
た
と
い
う

か
ら
イ
ヤ
ハ
ヤ
j
o

ま
た
、
と
の
シ
ョ
ー
の
あ
と
は
区

民
の
「
の
ど
自
慢
大
会
」
。
歌
っ
た

人
は
有
志

ω寄
付
し
た
毘
山
口
聞
が
当
た
山

る
ク
ジ
を
引
く
。
「
当
っ
た
/
一
と

思
い
き
や
せ
の
景
品
は
わ
企
で
買
わ
山

芯
れ
、
爆
笑
の
う
ち
そ
の
お
金
は
(

「
福
崎
」
へ
、
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
ん

で
こ
れ
ま
た
楽
し
い
チ
ャ
リ
テ
ィ

i

懇
親
会
。

同
区
は
毎
年
実
施
し
で
い
た
懇
親

会
を
三
年
半
前
か
ら
ス
ト
ッ
プ
し
て

区
買
を
た
め
別
に
計
画
し
て
い
た
事

業
を
行
う
と
と
に
し
て
い
ま
し
た
が

こ
の
事
業
の
実
施
が
不
可
能
と
な
り

そ
の
ピ
ン
カ
ラ
さ
ん
は
?
と
た
ず
ね
代
わ
っ
て
と
の
幸
運
の
催
し
と
な
っ
~

る

と

、

「

ピ

ン

カ

ラ

も

よ

か

っ

た

、

う

た

も

の

。

~

ま

か

っ

た

」

と

い

う

一

ゆ

が

、

美

女

歌

手

込

J

さ
て
¥
あ
な
た
の
区
の
報
償
金
の
へ

の
批
評
ほ
ど
な
ぜ
か
口
調
に
力
が
乙
も
使
い
み
ち
は
?
。

り
な
い
。
ふ
し
ぎ
に
思
い
さ
ら
に
感
想
な
お
こ

ω日
の
募
金
ば
一
部
を
公
~

を
求
め
る
と
、
ど
う
や
ら
ソ
ッ
ク
リ
似
民
館
活
動
基
金
に
、
残
り
一
万
三
百
~

顔
の
代
役
さ
ん
。
そ
れ
に
し
て
も
、
長
七
十
七
月
が
歳
末
た
す
け
合
い
に
贈
~

後
に
司
会
が
白
状
す
る
ま
で
、
世
話
役
ら
れ
ま
し
た
。

の
一
部
の
人
以
外
誰
一
人
本
物
と
し
て

肘
疑
叫
わ
せ
な
か
つ
た
と
は
さ
す
が
ク
ロ

q
f
{、
JfJ包

j;fJi
ロ

f1

ク
ト
。
増
田
さ
ノ
ん
刊
の
話
一
で
己
は
、
急
に
逃

f

『

同

3

申
と
間
以

3
月
刊
門
周
ま
で
に

け
ら
れ
な
い
中
央
で
の
仕
事
(
出
演
)
♂

が
で
き
ダ
メ
に
な
っ
た
と
電
話
が
入
っ
一
所
得
税
、
重
-1

税
、
住
民
税
、
贈
与

た
の
で
「
こ
ち
ら
も
期
待
し
て
い
た
の
で
祝
の
申
告
は
、

3
月
日
日
ま
で
で
す
c

一
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
自
に
済
ま
せ
ま

で
何
と
か

i
と
」
い
う
と
「
そ
れ
、

。
く
わ
し
く
は
、
税
務
署
か
町

お
金
が
メ
ツ
キ
に
な
る
か
も
知
れ
な
い

~
役
場
税
務
課
へ
0

・・・e
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-
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衣
-1

ず
か
一
広
三
十
九
世
帯
の
懇
親
会
に

ト
出
演
し
た
そ
の
プ
ロ
歌
手
と
は
、
い

い
っ
た
い
誰
?
ノ
驚
く
な
か
れ
「
女
の

し
み
ち
」
「
夫
婦
鏡
」
な
ど
で
ヒ
ッ
ト

装
し
た
、
ど
ぞ
ん
じ
ピ
ン
カ
ラ
ト
リ
オ

ι
の
守
口
史
郎
ほ
か
夫
人
歌
手
の
市
川

筒
美
和
十
日
城
し
の
ぶ
、
藤
昌
代
の
一

に
行
だ
か
ら
こ
の
こ
と
を
後
で
州
づ

情
た
一
一
十
八
区
以
外
の
人
は
、
う
ら
や

哩
し
ま
し
い
や
ら
、
ね
た
ま
し
い
や
ら
「

い
む
ち
ょ
っ
と
教
え
て
く
れ
れ
ば
;
」
の

ら
皆
芦
し
き
り
。

ば
の
そ
れ
に
し
て
む
気
に
な
る
の
は
費

す

区
3

8

用
で
J
d
J

刀
、
こ
れ
ま
た
驚
く
な
か
れ

和
れ
歌
手
の
出
演
料
の
ほ
か
各
世
帯
の
弁

歌
ご
当
代
二
世
帯
当
り
二
千
円
)
マ

r
鉱

r
交
す
み
放
題
と
い
う
飲
み
物
費
、
会
場
使

美
を
問
料
、
そ
の
他
諸
径
費
を
合
め
て
二

歌
手
、
そ
の
う
ま
さ
に
~
そ
し
て
、
ひ

の
き
舞
台
の
歌
手
が
今
日
分
た
ち
の
区

の
催
し
に
出
演
し
て
く
れ
た
感
激
で
場

内
は
興
訟
ひ
と
し
お
。
あ
で
や
か
な
き

も
の
姿
の
三
人
の
美
女
歌
手
も
サ
ー
ビ

ス
た
っ
ぷ
り
。
人
口
間
合
同
に
「
福
同
時
」

と
書
い
た
募
金
タ
ル
を
も
っ
て
各
席
へ

巡
回
、
一
円
で
も
あ
J

く
と
予
想
外
の
お

酌
の
サ
ー
ビ
ス
ー
も
あ
っ
て
殿
方
の
サ
イ

フ
の
口
は
心
よ
く
パ
ク
パ
ク
開
い
て
こ

れ
ま
た
予
想
外
の
収
益
。
「
ィ
ャ
!
、

ふ
さ
れ
い
か
っ
た
プ

i
u」
と
、
ど
な
た

も
一
様
に
わ
れ
を
忘
れ
て
そ
の
美
人
ぶ

り
を
熱
弁
力
説
す
る
男
性
氏
。
本
命
で

あ
る
ピ
ン
カ
ラ
ト
リ
オ
の
宮
史
郎
は
陰

を
潜
め
ん
ば
か
り
。

.-， • 
ヘフお
ももJ

税
金
を
全
額
納
め

る
と
、
そ
の
区
に
対

し
町
か
ら
「
報
償

金
」
が
文
弘
わ
れ
る

乙
と
に
な
っ
て
い
ま

十
万
円
と
い
う
の
だ
か
ら
頭
を
ひ
ね

り
た
く
な
る
。
プ
ロ
歌
手
の
出
演
料
だ

け
で
も
二
十
万
円
ぽ
っ
ち
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
の
が
叫
国
識
。
さ
て
、
そ
の

種
明
か
し
を
伺
え
ば
、
同
区
の
増
則
定

三
さ
ん
が
ピ
ン
カ
ラ
ト
リ
オ
の
所
属
す

る
劇
団
の
マ
、
子
l
ジ
ャ
!
と
知
合
い

で
あ
る
乙
と
か
ら
そ
の
利
を
生
か
し
て

慈
善
事
業
と
し
て
出
演
し
て
も
ら
え
る

よ
う
交
渉
。
そ
の
結
果
、
出
演
時
間
は

一
時
間
、
歌
手
四
人
と
司
会
の
計
五
人

の
出
演
料
(
交
通
費
も
合
む
)
は
、
た

ん
と
わ
ず
か
の
六
万
円
で
話
が
つ
い
た

と
い
う
か
ら
交
通
費
だ
け
の
よ
う
だ
も

の
。
イ
ヤ

1
、
人
間
関
係
っ
て
ホ
ン
ト

に
大
切
。

会
場
で
四
人
の
歌
手
が
休
み
な
く
歌

っ
た
歌
は
十
五
曲
。
さ
す
が
く
ろ
う
と

ζ三蚤率翠亙率譲与

すむ
こ
の
報
償
金
、
ほ
と
ん
ど
の
区
は
区

民
の
懇
親
行
事
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
二
十
八
区
(
三
十
九
世
帯
⑨

西
村
護
区
長
)
で
は
、
こ
の
報
償
金
を

た
め
た
区
出
演
で
プ
ロ
歌
手
を
招
き
「
二

十
八
区
祈
町
歳
末
募
金
チ
ャ
リ
テ
ィ

i

懇
親
会
」
を
さ
る
十
二
月
七
日
に
町
『
外

育
館
大
ホ
i
ル
で
開
催
、
家
校
連
れ
で

参
加
し
た
同
区
区
民
約
百
)
↑
十
人
は
、

プ
ロ
歌
手
の
歌
う
す
ば
ら
し
い
ふ
ん
い

気
の
中
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

と
と
も
に
、
締
め
て
二
万
三
百
七
十
七

円
の
募
ノ
ベ
ー
に
成
功
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
一
「
ら
や

ま
し
い
話
回
起
に
な
り
ま
し
た
。

ζ

の
わ

ぉ
、
這
反
者
追
放
は
人
任
せ
で
は
な
く

住
只
一
人
ひ
と
り
の
肋
帥
力
が
必
要
で

す
。
違
反
者
(
車
)
を
見
た
ら
一
一

O

番
へ
の
通
報
を
お
忘
れ
な
く
。
通
報
す

る
こ
と
が
ら
U
①
だ
れ
が
(
車
の
ナ
ン

バ
ー
〉
②
い
つ
③
と
こ
で
③
ど
の
よ
う

な
ふ
返
報
者
の
住
所
乞
氏
名

声
:
・
柴
小
学
校
は
老
打
し
、
他
の
校

舎
三
比
べ
て
時
代
遅
れ
で
見
劣
り
が
す

る
の
で
、
鉄
筋
コ
ン
タ
リ
|
↑
心
モ
ダ

ン
校
舎
に
改
築
を
j
o
ま
た
、
同
時
に

長
中
の
分
校
を
付
設
さ
れ
た
い
:
平
沼
小

父
兄お

答
え
:
当
町
の
教
育
施
設
ぷ
備
の

基
本
方
針
は
、
単
に
外
観
的
な
之
朽
で

改
築
す
る
も
の
で
は
な
く
、
尼
放
校
舎

に
認
注
さ
れ
る
こ
ん
一
が
改
築
の
一
一
ゑ
件
に

な
っ
て
い
ま
す
。
同
校
は
今
の
と
こ
ろ

は
ま
だ
そ
の
認
定
奇
受
け
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
そ
れ
ま
で
ど
辛
抱
く
だ
さ
い
。

な
お
、
長
中
分
校
化
は
中
学
校
統
合
の

主
旨
お
よ
び
時
代
の
山
ぺ
一
品
川
に
逆
行
す
る

よ
う
な
お
考
え
で
す
の
で
賛
成
で
き
ま

せ
ん
。芦

・
農
業
委
員
に
資
格
条
件
の
欠
け

て
い
る
人
が
多
数
い
る
が
な
ぜ
か
:
柴

日
の
補
某
生

お
答
え
・
長
浜
町
の
農
業
委
員
は
十

七
人
で
、
こ
の
う
ち
十
人
は
選
挙
で
選

げ
れ
、
他
の
七
人
は
い
わ
ゆ
る
ぷ
識
経

験
者
で
農
協
役
員
一
人
、
農
業
尖
済
組

合
役
員
一
人
、
町
議
会
か
ら
の
推
せ
ん

五
人
と
な
っ
て
お
り
、
全
員
有
資
格
者

で
す
。今

坊
地
区
民
生
委
員
に

制

田

信

技

/v 

さ

今
坊
地
区
担
当
の
民
生
児
童
委
員
で

あ
っ
た
今
坊
の
西
岡
淳
夫
さ
ん
は
、
こ
の

ほ
ど
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
同
職
安
退

任
、
後
任
委
員
に
昭
和
五
十
年
十
三
月
一

日
付
で
同
地
区
の
桐
田
信
枝
さ
ん
〈
六

O
)
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
残
任

期
間
の
五
十
二
年
十
二
月
一
日
ま
で
。
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ぬ
惣
-
e
B

昭
和
五
十
年

長
浜
町
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
の
集
計
が

こ
の
ほ
ど
長
浜
町
共

同
募
金
会
の
手
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
一
般

の
み
な
さ
ん
か
ら
の

募
金
が
三
十
八
万
四

百
四
十
円
、
町
か
ら

の
補
助
金
二
万
円
、

社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
十
万
一
千
五
百
円

の
五
十
万
一
千
九
百

四
十
円
(
四
十
九
年

は
三
十
四
万
七
千
円
)
と
、
こ
の
ほ
か

義
援
品
が
五
点
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
募
金
で
は
昭
和
サ
ボ
ア
社
社

員
組
合
の
自
発
的
な
募
金
を
は
じ
め
、

長
浜
仏
教
会
の
た
く
鉢
募
金
、
長
浜
小

学
校
、
長
浜
幼
稚
園
の
か
わ
い
い
募
金

や
町
職
員
の
募
金
、
高
校
、
一
般
V
Y

S
な
ど
職
場
や
学
校
ぐ
る
み
に
よ
る
募

金
が
目
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
義
援
口
問
と
し
て
は
「
老
人
ホ
ー

ム
白
山
園
に
:
」
と
長
浜
十
二
区
の
岸

本
準
一
郎
さ
ん
か
ら
ぜ
ん
ざ
い
用
も
ち

砂
糖
、
あ
ず
き
、
豊
茂
の
楠
野
マ
サ
コ

さ
ん
か
ら
も
ち
米
、
長
浜
中
学
校
か
ら

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
、
長
浜
小
学
校
か

ら
石
け
ん
、
タ
オ
ル
、
白
滝
出
身
で
大

阪
市
在
住
の
楠
野
高
代
さ
ん
か
ち
り
お
茶

子
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
@

昭和51年 2月号盤調露盤園

な
お
募
金
の
配
分
は
次
の
よ
う
に
行

わ
れ
、
関
係
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
配
分
内
訳
H
老
人
ホ
ム
白
山
国
入

所
者
六
十
三
人
に
三
万
一
千
五
百
円
。

国
立
愛
媛
療
養
所
、
大
洲
市
特
別
養
護

老
人
ホ
!
ム
、
大
洲
市
民
病
院
、
盲
老

人
ホ
l
ム
権
現
荘
、
県
立
松
前
清
流

菌
、
保
内
特
老
青
石
寮
、
松
山
特
老
角

野
荘
、
同
済
生
会
、
同
ガ
ラ
リ
ヤ
荘
、

河
辺
病
院
、
双
岩
病
院
、
山
内
病
院
な

ど
の
入
所
者
三
十
五
人
に
七
万
円
@
生

活
困
窮
家
庭
五
十
六
世
帯
に
二
十
万
一

千
五
百
九
円
。
寝
た
き
り
老
人
三
十
三

人
に
五
万
七
千
四
百
一
二
十
円
。
独
居
老

人
十
二
人
に
二
万
七
千
六
百
円
。
母
子

家
庭
十
一
世
帯
に
三
万
六
千
五
百
円
。

心
身
障
害
者
十
三
人
に
二
万
九
千
九
百

五
円
。
長
期
在
宅
療
養
者
六
人
に
一
万

八
千
円
。
災
害
遺
児
十
五
人
に
二
万
九

千
五
百
円
。

こ
の
ほ
か
町
か
ら
長
期
療
奏
者
三
十

五
人
に
お
見
舞
と
し
て
七
万
円
を
渡
し

ま
し
た
ι

@
:
・
一
方
、
昨
年
十
月
か
ら
十
二
月

に
か
け
て
募
っ
た
共
同
募
金
の
集
計

ら
、
こ
の
ほ
ど
長
浜
町
共
同
募
金
会
の

手
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
鹿
島
建
設
、
昭
和
サ

ボ
ア
社
、
長
浜
化
成
従
業
員
の
み
な
さ

ん
の
職
場
募
金
と
い
う
特
別
の
協
力
も

あ
っ
て
七
十
六
万
四
千
三
百
九
十
円
の

募
金
が
あ
り
、
さ
っ
そ
く
愛
媛
県
共
同

募
金
会
に
送
付
し
ま
し
た
@

こ
の
募
金
は
後
日
、
県
の
配
分
会
で

配
分
さ
れ
、
当
町
へ
も
配
分
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
社
会
福
祉
事
業
や

活
動
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

つ
ノ
「
八
幡
浜
市
上
野
秋
光
(
五
回
〉

「
¥
戸
今
坊
松
原
シ
ゲ
コ
(
四
一
〉

ぺ
/
『
大
越
鎌
田
義
兼
(
二
四
)

〈
戸
伊
予
市
三
浦
和
子
(
二
四
)

編

集

後

記

歳未募金 50万l千円集まる

共同募金は76万円

た
し
か
四
十
九
年
一
月
号
を
配
付
し

た
直
後
の
こ
と
。
町
を
歩
い
て
い
る
と

あ
る
八
十
歳
を
越
し
た
男
性
の
お
年
寄

り
に
「
広
報
な
が
は
ま
は
ぺ

1
ジ
が
半

分
に
な
っ
た
が
ど
う
し
た
ん
ぞ
ノ

l
」

と
い
き
な
り
声
を
か
け
ら
れ
た
。
私
は

と
っ
さ
に
は
「
あ
れ
?
別
に
こ
れ
ま

で
と
同
じ
で
半
ぺ

1
ジ
に
な
と
し
て
い

な
い
が
?
」
と
思
い
、
そ
う
返
答
す
る

と
、
「
乙
ん
ど
配
っ
た
一
月
号
は
半
分

じ
ゃ
っ
た
ゾ
」
と
。
「
な
る
ほ
ど
、
あ

の
こ
と
か
:
」
と
患
い
、
編
集
期
間
や

ネ
タ
不
足
の
理
由
で
そ
う
し
た
こ
と
を

説
明
す
る
と
、
そ
の
お
年
寄
り
は
「
あ

あ
、
そ
う
か
そ
う
か
、
そ
れ
な
ら
い
い

の
ヨ
」
と
、
安
心
し
た
よ
う
に
答
え
た
。

「
こ
の
お
年
寄
り
は
、
本
紙
の
発
行

を
待
っ
て
く
れ
て
い
る
」
:
・
そ
う
確
か

に
思
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
あ
の
お
年
寄

り
の
表
情
を
思
い
出
す
た
び
に
編
集
作

業
に
力
が
こ
も
る
。
ち
な
み
に
本
号
は

六
ペ
ー
ジ
。

で
と
う
グ

誕
生
お

抱
月
属
出
分
(
敬
称
略
)

保
護
者
氏
名
続
柄
児
名

知

念

則

和

二

男

利

光

東

洋

勝

二

女

未

知

子

矢
野
二
三
長
女
早
智
子

岡

本

武

治

二

男

雅

典

下

坂

忠

義

長

女

郷

子

石

田

利

夫

長

男

利

久

金

問

政

高

長

女

美

恵

中

上

和

夫

長

男

洋

一

菊

池

良

武

長

男

義

一

橋

本

一

得

四

男

泰

宏

竹

内

信

義

二

男

義

明

中

嶋

良

男

長

男

博

文

曲品同村

戒白豊下出出櫛沖長長仁住
柴須

川滝茂戒海海生浦浜浜久所

。
大
和
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
:
国
型
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

六
台
、
複
写
機
一
式
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
三
台
、

8
ミ
リ
映
写
機
一
台
、
コ

ン
バ
ク
ト
リ
l

(
掃
除
用
具
整
理
ロ

ッ
カ
ー
〉
十
一
個
、
優
勝
旗
一
旗
、

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
一
枚
を
大
和
小
学

校
へ

lJ土中口

婚
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宇月のトソプは

石ィロ1常兵加(tι1カカ，-ill

お

刊
は
月
届
出
分
〈
敬
称
略
)

氏

名

死

亡

時

年

齢

真
鍋
ヒ
テ
(
七
七
〉

井

上

朝

汐

(

七

六

)

大

野

ハ

ル

(

八

一

)

亀
野
ア
ヤ
コ
(
七
三
)

大
石
サ
ト
リ
(
八

O
)

亀

岡

政

重

へ

六

一

)

矢
間
マ
ツ
ヨ
(
八
二
一
)

泉
州
民
子
(
六
二
)

住

所

長

浜

長

浜

長

浜

今

坊
干
須
戒

下
須
戒

柴じ
く止方

住
所
氏
名
婚
姻
居
時
年
齢

ぺ
/
「
豊
茂
石
河
常
夫
〈
二
六
)

く

戸

白

滝

尾

上

加

代

〈

二

二

)

勺

(

静

岡

県

窪

博

堆

〈

三

八

)

戸

白

滝

上

崎

久

恵

三

二

)

フ

ム

寸

坊

平

岡

崇

雄

三

二

)

〈
戸
豊
茂
上
回
栄
美
(
二
「
)
)

奮翠語霊蓄率獲量ゑ

一
服
一

L日
一
減
一

一
の
一
寸
人
人
一
帯
一

一
と
一

U
日
3

一
世
一

一
月
一

1

一

1

一

一
前
一

f
l
一

一

問
一
恥
山
町
一

則
一

1
れ
れ
一
日
一

下
寸
引
l

一引一

一

一

人

一

時

一

日世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう。

ま

勺

大戒
洲
市川

中
野
忠
則
(
二
三
)

山
内
ミ
サ
手
(
二
二
〉

月日は百代の過客lこして・・とは

芭蕉の「奥の細道」の冒頭のー匂

だが古来時間というものは一分一

秒のJll斗もなく万人万物に平等に

通り過ぎて行くお客様なのであ

る。お正月が来たと思ったら一月

はいぬる、二月は逃げる、三月は

去るとやがて四月の花の春。これ

が真実の相(すがた)とすればひ

と時も止まっているものはないか

ら債の中は無常だとお釈迦様が説

き、日本民族はひどくこれに共感

して無常感が目本人の思想の一つ

の特質になっているように思われ

るム両方良いのは如かぶりという

くらいで物事にはすべて一長一短

あって両方共よいことというもの

はあり得な l;. 0 無常感も昔もある

種の人々にはそうであったろうが

現代人の剰那主義、享楽主義の人

々の行動はど乙かで考え方が狂っ

ておるので賛成し兼ねるが、過ぎ

去り消え去った時間は既に無く、

末来は未だ来ていないが故[こな

く、只この一瞬の現在のみが唯一

至上の存在で、このただ今を自分

の全身、全霊を打ち込んでやらね

ばならぬことをやっているかとい

う禅宗の坊さんの説教そのままの

行動で百年足らずの一生をっき徹

(とお)すという良い方の一面へ

無常観が定着しないと何にもなら

ないことになる&最後!こ無常と、

む乙いことをする無情とは全く別

物であることをつけ加えておく。

報陸翠盤遜盗望語鐙魁霊量盤選盈盗i'J

泊弘
明瀞i


